
ＡＮＴＡ

観
光
復
興
支
援
ポ
ス
タ
ー
第
３
弾

全
国
の
観
光
団
体
に
配
布

⑫

「地旅」の開発が急務
千
葉
県
支
部

ＪＲ３社、マスコミに

近ツー

社員の救命講習
受講を義務化

月分

総
取
扱
額
は
．
％
増

国
内
旅
行
は
．
％
増
に

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
北
陸
」取
材
会

藤木均さん

　

支
部
長
と
し
て
重
視

し
て
い
る
こ
と
は
。

　
会
員
数
が
現
在
２
８
０
社

で
、
全
国
の
中
で
も
非
常
に

会
員
の
多
い
支
部
で
す
。
法

人
改
革
に
よ
っ
て
今
年
度
か

ら
協
会
支
部
、
県
旅
行
業
協

会
、
事
業
会
社
の
三
つ
の
組

織
に
分
か
れ
、
役
割
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

属
し
て
い
る
旅
行
会
社
は
ど

こ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
同

じ
方
向
を
目
指
し
て
各
組
織

の
リ
ー
ダ
ー
が
連
携
、
協
力

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

課
題
は
何
で
す
か
。

　
観
光
資
源
が
少
な
い
と
言

わ
れ
る
千
葉
県
で
す
が
、
着

地
型
の
旅
行
商
品
「
地
旅
」

の
開
発
が
急
務
で
す
。
推
進

の
た
め
に
は
、
千
葉
県
や
観

光
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
行
政
か
ら
の
仕
事

の
ほ
と
ん
ど
を
大
手
旅
行
会

社
が
と
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
行
政
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
地
元
の
中
小
旅
行
会
社

を
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら

い
、
会
員
の
仕
事
に
結
び
付

け
た
い
で
す
ね
。
会
員
の
利

益
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
ツ
ー
リ
ス

ト
（
松
戸
市
）
の
特
徴
は
。

　
１
９
９
０
年
８
月
か
ら
国

内
、
海
外
の
旅
行
手
配
を
地

元
の
団
体
、
企
業
を
中
心
に

営
業
し
て
き
ま
し
た
。
関
連

会
社
に
「
丸
藤
」
と
い
う
バ

ス
会
社
が
あ
る
の
で
、
特
に

貸
切
バ
ス
を
使
用
し
た
手
配

旅
行
が
強
み
で
す
。

　
お
客
さ
ま
の
意
見
、
要
望

に
、
こ
ち
ら
か
ら
も
良
い
ア

イ
デ
ア
を
示
し
て
、
一
人
一

人
の
お
客
さ
ま
に
満
足
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
営
業
の

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

（７） 第２７３３号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日）

　
訂
正
　
２
０
１
３
年

月


日
号
３
面
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の

観
光
列
車
の
記
事
で
、
見
出

し
の
列
車
名
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
伊
予
灘

も
の
が
た
り
」
で
す
。

　
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
・
北
陸
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

現
地
取
材
会
が

月
６
、
７
日
に

北
陸
３
県（
富
山
、石
川
、福
井
）

で
行
わ
れ
た
。９
回
目
の
今
回
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
北
陸
３
県
と
協
力
し
て


月
１
日
か
ら
来
年
３
月

日
ま

で
展
開
す
る
。

　
２
０
１
４
年
度
末
の
北
陸
新
幹

線
金
沢
開
業
を
控
え
て
、
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
特
別
企
画
を
中
心
に

取
材
し
た
。

　
富
山
県
で
は
、
射
水
市
の
「
新

湊
き
っ
と
き
と
市
場
」
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
毎
週
土
曜
日

に
富
山
湾
の
冬
の
味
覚
を
代
表
す

る
「
寒
ぶ
り
」
の
解
体
シ
ョ
ー
を

開
催
。
解
体
し
た
寒
ぶ
り
を
そ
の

場
で
、
に
ぎ
り
寿
司
で
食
べ
る
。

　
富
山
市
内
で
は
「
ま
す
寿
し
作

り
体
験
と
富
山
薬
膳
」
を
体
験
。

ま
す
寿
し
の
名
店
「
味
の
笹
義
」

の
職
人
の
指
導
の
下
、
こ
だ
わ
り

の
味
に
か
か
わ
る
話
を
聞
き
な
が

ら
、
ま
す
寿
し
作
り
を
行
っ
た
。

　
石
川
県
金
沢
市
内
に
移
動
し

て
、
「
ひ
が
し
茶
屋
街
」
を
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
「
ま
い

ど
さ
ん
」
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

散
策
。
宿
泊
は
人
気
ア
ニ
メ
の
舞

台
と
し
て
知
名
度
が
高
ま
っ
て
い

る
金
沢
市
内
の
湯
涌
温
泉
の
宿
。

　
２
日
目
は
福
井
県
に
移
動
し

て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
目
玉
と

な
っ
て
い
る
勝
山
市
の
「
福
井
県

恐
竜
博
物
館
」
で
「
見
ど
こ
ろ
ダ

イ
ノ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
。
同
博
物

館
で
は
、
カ
マ
ラ
サ
ウ
ル
ス
の
全

身
骨
格
な
ど
全

体
の
全
身
骨
格

標
本
や
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ス
と
フ

ク
イ
ラ
プ
ト
ル
の
恐
竜
ロ
ボ
ッ
ト

が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
い
で
、越
前
市「
和
紙
の
里
」

に
あ
る
「
パ
ピ
ル
ス
館
」
で
越
前

和
紙
紙
漉
き
体
験
も
行
っ
た
。

東
洋
大
Ｏ
Ｂ
社
員
が

母
校
で
学
生
と
懇
談

日
本
旅
行

　
日
本
旅
行
の
東
洋
大
学
卒

業
生
で
組
織
す
る
「
日
旅
白

山
会
」
は

月
７
日
、
東
京

の
同
大
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

同
大
国
際
地
域
学
部
国
際
観

光
学
科
の
３
年
生
と
の
懇
談

会
を
開
い
た
。
日
旅
の
営
業

店
舗
支
店
長
、
国
内
商
品
企

画
担
当
者
ら
９
人
、
学
生


人
が
参
加
。社
員
か
ら
営
業
、

店
頭
、
企
画
な
ど
各
業
務
の

内
容
や
業
務
別
の
求
め
る
人

材
像
を
説
明
し
、
学
生
か
ら

も
多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど

予
定
の
２
時
間
を
超
え
る
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
＝
写
真
。

　
日
本
旅
行
に
は

人
の
東

洋
大
出
身
者
が
勤
務
。
数
年

前
か
ら
同
大
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
の
受
け
入
れ
を
始

め
、
今
年
か
ら
大
学
で
単
位

化
さ
れ
た
「
募
集
型
企
画
旅

行
演
習
」
授
業
を
共
同
で
行

う
な
ど
、
産
学
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
観
光
庁
が

月

日
に
発

表
し
た

月
の
主
要
旅
行
業


社
の
旅
行
取
り
扱
い
状
況

（
速
報
）
は
、

総
取
扱
額
５
９

４
９
億
１
０
１

６
万
円
で
、
前

年
同
期
比
５
・

３
％
増
。
こ
れ

で
６
カ
月
連
続
の
増
加
と
な

っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
４
・
５
％
増
の
３
８

２
３
億
２
９
２
７
万
円
、
海

外
旅
行
が
同
６
・
３
％
増
の

２
０
４
１
億
７
２
８
５
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

１
％
増
の

億
８
０
５
万
円

だ
っ
た
。
国
内
旅
行
は
、
対

前
年
同
月
比
で
９
カ
月
連
続

の
増
加
と
な
り
、
海
外
旅
行

は
９
カ
月
ぶ
り
の
増
加
と
な

っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行
は


社
中

社
が
プ
ラ
ス
だ
っ

た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
８
・
２

％
増
の
１
５
４
５
億
１
１
４

３
万
円
。
国
内
旅
行
が
同
５

・
３
％
増
の
８
１
５
億
６
０

０
４
万
円
、
海
外
旅
行
が
同


・
５
％
増
の
７
２
５
億
４

０
７
８
万
円
、
外
国
人
旅
行

が
同

・
７
％
増
の
４
億
１

０
６
１
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
前
年
同
月
比
３
・

１
％
増
の
３
４
５
万
２
９
８

人
だ
っ
た
。

前
月
比
で
は

３
万
２
６
２

４
人
減
少
し

た
。

　
内
訳
は
国

内
旅
行
が
２
・
４
％
増
の
３

０
６
万
８
０
８
３
人
、
海
外

旅
行
は
７
・
１
％
増
の

万

２
０
０
１
人
、
外
国
人
旅
行

は

・
２
％
増
の
２
万
２
１

４
人
だ
っ
た
。

寒
ぶ
り
の
解
体
シ
ョ
ー

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
は

こ
の
ほ
ど
、
主
に
団
体
旅
行

な
ど
の
業
務
中
に
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
体

制
を
定
め
、
そ
の
一
環
と
し

て
社
員
の
救
命
講
習
受
講
を

義
務
化
し
た
。
３
月
ま
で
に

社
員
の
受
講
率
１
０
０
％
を

目
指
す
。

　
社
員
が
添
乗
中
や
営
業
中

の
事
故
、
所
属
・
居
住
地
域

で
の
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合

に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
人
工
呼
吸
や
止
血
法
、

心
肺
蘇
生
の
た
め
に
使
う
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
扱
い
が
で
き
る
救
命

技
術
を
取
得
す
る
た
め
の
講

習
を
実
施
。
い
ざ
と
い
う
時

に
慌
て
ず
、
冷
静
に
救
命
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
計
画
で
は
、
１
月
末
で
全

社
員（
約
２
千
人
）の

％
、

３
月
末
で
１
０
０
％
の
受
講

率
を
目
指
す
。

　
同
社
の
社
員
、添
乗
員
は
、

緊
急
時
の
対
応
事
項
や
緊
急

連
絡
先
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
「
緊
急
時
対
応
携
帯
カ
ー

ド
」
を
携
帯
し
て
い
る
。

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
、二
階
俊
博
会
長
）は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
国
内

観
光
の
復
興
と
日
本
各
地
の

観
光
振
興
を
支
援
す
る
た
め

の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
全

国
の
観
光
関
係
団
体
な
ど
へ


月
中
旬
に
配
布
し
た
。
東

北
・
東
日
本
編
、
中
国
・
四

国
編
に
続
く
第
３
弾
と
な
る

近
畿
編
の
ポ
ス
タ
ー
＝
写
真

＝
で
、
近
畿
を
メ
ー
ン
と
す

る
日
本
各
地
へ
の
旅
行
に
誘

っ
て
い
る
。

　
風
評
被
害
の
払
拭
、
正
確

な
情
報
の
提
供
、
東
北
・
東

日
本
へ
の
送
客
支
援
、
修
学

旅
行
の
誘
致
、
東
北
産
食
材

の
使
用
な
ど
を
呼
び
掛
け
る

「
東
北
・
東
日
本
観
光
復
興

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
観
光
庁
の

後
援
を
得
て
２
０
１
１
年


月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
「
『
地
旅
』

で
出
会
う
日
本
の
笑
顔
　
で

か
け
よ
う
近
畿
！
　
お
も
て

な
し
の
日
本
へ
！
」
と
題
し

て
、
近
畿
地
方
の
主
な
祭
り

な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
。
和
歌
山

県
の「
熊
野
詣
の
平
安
衣
装
」

「
那
智
の
火
祭
り
」
、
奈
良

県
の
「
春
日
祭
」
「
奈
良
公

園
の
鹿
」
、
京
都
府
の
「
祇

園
祭
」
「
小
町
を
ど
り
」
、

大
阪
府
の
「
天
神
祭
」
、
滋

賀
県
の
「
長
浜
曳
山
祭
」

「
信
楽
焼
き（
タ
ヌ
キ
）」、

兵
庫
県
の
「
赤
穂
義
士
祭
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
配
布
先
は
全
国
の
観
光
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
関

係
団
体
、
観
光
庁
、
経
済
産

業
省
、

都
道
府
県
の
観
光

振
興
部
署
、
商
工
会
議
所
な

ど
約
７
０
０
カ
所
。
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
会
員
の
５
５
０
０
旅
行
会

社
に
は
、
同
様
の
デ
ザ
イ
ン

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
会
報
誌
と

と
も
に
送
付
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
文
化
講
演
会

名
古
屋
市
で
開
催

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
は
１
月


日
、
第
３
５
４
回
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
行
文
化
講
演
会
」
を
名
古

市
中
村
区
の
「
ウ
イ
ン
ク
あ

い
ち
」
で
開
催
す
る
。
小
説

家
の
浅
田
次
郎
氏
が
講
師
と

な
り
、
「
参
勤
交
代
の
旅
」

に
つ
い
て
語
る
。

　
定
員
は
８
０
０
人
。
参
加

費
は
無
料
だ
が
、
事
前
に
予

約
が
必
要
。


